
















語科 (英語) であるが，この学習指導要領 (以下，新学習指導要領) では小学校高学年での二
年間で 600 語から 700 語程度の学習が見込まれている。中学校の新学習指導要領に目を向け
ると，三年間で 1,600 語から 1,800 語を新たに学習することが謳われている。そして高等学
校三年間で更に 1,800 語から 2,500 語を学ぶ。つまり，新学習指導要領のもとで教育課程を





























3.1 実践校紹介  
 筆者の勤務する神奈川県立川和高等学校は，横浜市北部に位置する，全校生徒約 960 名の
全日制普通科の高校である。一学年約 320 名から成り，各学年は基本的に８クラスで編成さ
れている。1963 (昭和 38) 年４月に第１期生を迎え，2018 年は創立 56 年目にあたる進学校







































小学校高学年での「外国語科」(年間 70 単位時間) が導入される。語彙数の観点から整理する
と，下表の通りとなる (表 1) 。 
 
表 1 学習指導要領における小学校高学年から高等学校までに扱う語彙数の比較 
 小学校高学年 中学校 高等学校 計 
現行学習指導要領 － 約 1,200 語 約 1,800 語 約 3,000 語 
新学習指導要領 約 600 語～ 
  700 語 
約 1,600 語～ 
  1,800 語 
約 1,800 語～ 
  2,500 語 
約 4,000 語～ 
  5,000 語 
増減 +600～700 +400～600 +700 +1,000～2,000 
 
小学校高学年の二年間で 600 語から 700 語程度の学習が想定されている。中学校での新学
習指導要領でも同様に，三年間で 1,600 語から 1,800 語の学習が期待され，高等学校での新
学習指導要領においては，更に 1,800 語から 2,500 語の上乗せが待ち構えている。小学校第
五学年から高等学校卒業時まで，通算約 4,000 語から 5,000 語の計算になる。この数字を，
現行指導要領に謳われる，中学校三年間での約 1,200 語の学習及び高等学校三年間での約
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科目名 履修年次 単位数 形態等 
コミュニケーション英語Ⅰ １ ３  
英語表現Ⅰ １ ２  
コミュニケーション英語Ⅱ ２ ３  
英語表現Ⅱ ２ ２ 
分割履修 
第二学年次は少人数制 (1 ク
ラス約 20 名) 
コミュニケーション英語Ⅲ ３ ４  
英語表現Ⅱ ３ ２ 分割履修 
英語講読 ３ ２ 学校設定科目 自由選択 
英語表現研究 ３ ２ 学校設定科目 自由選択 




















  単語帳掲出順に毎回 20 語を範囲とし，その全てを出題する。 
 
(2) 実施方法 
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昼休み中の練習は，主に ALT が主導し，JTE も参加しながら，交流大会を意識した手順に





(1) Should students be required to wear a school uniform? 
(2) Should the Internet be banned from schools? 
(3) Students should never be forced to repeat a year of school. 
(4) Do curfews keep teens out of trouble? 
(5) How can bullying in schools be stopped? 
(6) If social media is ruining the way the way teens communicate. 
(7) The Olympic Games should be held in Japan or not? 
(8) Can cell phones be educational tools? 
(9) Benefits of vegetarianism for health. 
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注 １ CEFR: 日本語では「ヨーロッパ言語共通参照枠(Common European Framework of 
Reference for Languages, CEFR)」とされ，例えば，新学習指導要領ではCEFRに
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